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令和４年（２０２２年）１１月教育委員会定例会会議録 

 

 

日  時   令和４年（２０２２年）１１月２９日（火） 午後１時３０分～午後２時２２分 

 

会  場   柏崎市役所４階４－４会議室 

 

出 席 者   教育長           近 藤 喜 祐 

       委員（教育長職務代理者）  米 谷 杉 子 

   委員            阿 部 健 志 

   委員            三 嶋 崇 史 

  委員            梅 田 広 美 

 

説明のため出席した職員 

教育部長          宮 崎 靖 彦 

教育総務課長        田 辺 文 敏 

学校教育課長 兼 

教育センター所長     池 田   弘 

文化・生涯学習課長     藤 巻 久 之 

スポーツ振興課長 兼 

 水球のまち推進室長    関 矢 隆 志 

図書館長          平 田   晃 

博物館長          西 巻 隆 博 

 

説明及び職務のため出席した事務局職員 

教育総務課課長代理     伊 比   孝 

 

議 題 

１ 会議録署名委員の指名 

２ 教育長専決処理報告 

（１）令和４（２０２２）年度一般会計補正予算（第１３号）について 

（２）令和４（２０２２）年度一般会計補正予算（第１４号）について 

（３）令和４（２０２２）年度一般会計補正予算（第１５号）について 

（４）佐藤池運動広場（サッカーコートクラブハウス）をリサイクルステーションとして使用に 

ついて 

３ 報告事項 

（１）第２４回全市一斉地場産給食デーを実施しました 

（２）「マナビィステージｉｎかしわざき２０２２」の開催報告について 

（３）田尻小学校ＰＴＡ令和４年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰の受賞について 

（４）各種スポーツイベントが開催されました 

（５）柏崎市のスポーツ推進委員が表彰されました 
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（６）ブルボンKZの新田選手出場！アジア水球選手権で日本男子が優勝しました 

（７）「読書週間ぬりえ展」の実施報告について   

（８）謎解きイベント｢ひゃっか王からの挑戦状」の実施報告について 

（９）共催・後援の事業について 

４ その他 

（１）１２月定例会の日程について 

（２）その他 

 

 

              ＜ 午後１時３０分 開会 ＞ 

 

（近藤教育長） 

  教育長専決処理報告に（４）佐藤池運動広場（サッカーコートクラブハウス）をリサイクル

ステーションとして使用についてを追加してよろしいか。 

（全委員） 

  異議なく承認。 

 

第１ 会議録署名委員の指名 

（近藤教育長） 

会議録署名委員に、阿部委員、梅田委員を指名する。 

 

第２ 教育長専決処理報告について 

（近藤教育長） 

教育長専決処理報告に入る。 

（１）令和４（２０２２）年度一般会計補正予算（第１３号）についてを議題とする。 

（文化・生涯学習課長） 

  文化会館管理運営費４３５万６千円及び産業文化会館管理運営費１６２万３千円は、アル

フォーレ及び産業文化会館の指定管理料に対し、施設の令和３年度と令和４年度の前半期の光

熱水費を比較し、高騰した分について指定管理料を追加措置するものである。 

（スポーツ振興課長） 

  光熱水費の高騰に伴い、体育施設の指定管理料を増額したいものである。歳入は、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を歳出と同額を充てる。増額額は、１，４４８万９

千円である。 

（近藤教育長） 

  質問、意見を求める。 

（近藤教育長） 

  なければ承認してよろしいか。 

（全委員）  

  異議なく承認。 

 

（近藤教育長） 
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（２）令和４（２０２２）年度一般会計補正予算（第１４号）についてを議題とする。 

（教育総務課長） 

  市立小・中学校における集団感染発生時、合理的な根拠の元、可能な限り収束を早め、児童

生徒の教育の機会確保を図るため、臨時休校や学年学級閉鎖等の措置がなされた小・中学校の

児童生徒が措置解除の際に抗原検査を実施するキットを購入するものである。要求額は、小学

校７００万円、中学校３４０万円である。なお、財源は全額、国の新型コロナウイルス対策交

付金を充当する。 

（阿部委員） 

  今まで、児童生徒は使っていなかったのか。今回、初めて配備し備えるのか。 

（教育総務課長） 

  教職員分は、国から無償で配付されたが、児童生徒分については初めてである。 

（教育部長） 

  購入のきっかけは、１１月１０日に開催された第７８回新潟県のコロナウイルス感染症対策

本部会議で、県民へのお願いということで、解熱鎮痛剤や食料品、日用品、抗原検査キットな

どを日ごろから備えるように県民に呼び掛けることが決まった。これを受け、市民へ何が出来

るか検討した結果、家庭で抗原検査キットを揃えていただき、それを補助することは余りにも

現実的ではないと判断した。 

  １０月１か月間で児童生徒が２６９人の陽性が確認された。１１月の先週末で先月を１００

人上回る３６９人の陽性が確認された。 

  このことから、学校や学年、クラスごとに休みとなったときに、安心して再開ができる方策

として学校現場に抗原検査キットを配付し、児童生徒から使ってもらうこととした。 

  この対応は、保育園や幼稚園、認定こども園を含め子ども達を対象にしている。 

（阿部委員） 

  民間では、かなり前から対応しており、市の対応は遅いと感じる。また、１個当たりの購入

単価は、適当な金額と言えるか。 

（教育部長） 

  試験用も流通しているようだが、購入を予定している抗原検査キットは厚生労働省が承認し

たものを購入したいと考えている。 

（阿部委員） 

  感染拡大防止のため、出来る限りの対応は行っていただきたい。 

（近藤教育長） 

  他になければ承認してよろしいか。 

（全委員）  

  異議なく承認。 

 

（近藤教育長） 

（３）令和４（２０２２）年度一般会計補正予算（第１５号）についてを議題とする。 

（教育総務課長） 

  職員人件費は各課共通だが、新潟県人事委員会の勧告等を考慮し、一般職員の手当において、

夜間勤務手当や休日給、期末手当、勤勉手当、退職手当、時間外勤務手当、共済費、会計年度

任用職員の報酬、共済費など、それぞれ追加措置をするものである。 
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  燃料費高騰については、小・中学校や市民プラザ、図書館、埋蔵文化財事務所、博物館、綾

子舞会館、飯塚邸における電気料及びガス料について、年度末までの不足見込額を計上した。 

  続いて、学校管理運営費について、令和５年に開設を予定している小・中学校の特別支援学

級及び通級指導教室の備品を整備するものである。 

  次に、東中学校改築工事における令和５（２０２３）年度当初予算の債務負担行為要求だが、

まず、市の予算は単年度執行が基本である。このことから、新年度の事業を実施する場合には、

３月に新年度予算の議会承認を得てから手続を始めることになるが、議会承認を待っていると

間に合わない事業がある。この場合、債務負担行為を要求し、３月の承認を待たずに新年度予

算の事業に着手する。 

  東中学校改築事業は、来年７月末までに部室を設置する必要がある。間に合わせるためには、

来年２月に入札、契約、３月に工事に着手が必要である。このため、債務負担行為を要求する

ものである。 

（学校教育課長） 

  健康器具滅菌配送業務委託事業について、小・中学校の定期健康診断を年度初めに行ってい

るが、使用器具を市役所で保管できないことから、業者に保管や滅菌作業を委託している。委

託業者は、毎年入札で決めているが、年度初めに入札を実施すると器具の配送が間に合わず、

検診に支障をきたすことから、債務負担行為を要求するものである。 

（博物館長） 

  庁用車購入について、埋蔵文化財事務所で使用する車両が老朽化に伴い入替が必要になっ

た。車両の車検が５月に切れるが、昨今の世界情勢により半導体が不足しており、５月まで

の納車ができないことが見込まれることから、債務負担行為を要求するものである。 

（米谷委員） 

  第三中学校に新設される通級指導教室は、どのような内容か。 

（学校教育課長） 

  発達指導通級教室を新設する予定である。 

（近藤教育長） 

  他になければ承認してよろしいか。 

（全委員） 

  異議なく承認。 

 

（近藤教育長） 

（４）佐藤池運動広場（サッカーコートクラブハウス）をリサイクルステーションとして使

用についてを議題とする。 

（スポーツ振興課長） 

  市民生活部環境課から、佐藤池運動広場のサッカーコートクラブハウスの一部をリサイク

ルステーションとして使用するため、使用承認の依頼があった。この案件については、１０

月の随時会議の補正予算で挙げたが、１０月３１日の予算決算の委員会において継続審議に

なり、１１月１７日に全会一致で可決された。施設については、環境課、スポーツ振興課、

指定管理者、スポーツ協会、サッカー関係者と協議を行い、施設について運営、管理及び施

設を利用する団体等に支障が無いことを確認したため、教育長に対する事務の委任及び専決

等に関する規則第２条第２項の規定により、教育委員会の議を得る暇がないと認め、教育長
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において専決処理を行った。 

  リサイクルステーションは、令和４年（２０２２年）１２月１３日から令和７年（２０

２５年）３月末まで期間を限定して開設する。これは、松波や西本町の資源物リサイクル

センターの混雑緩和や利用者の分散化を目的に、現施設とは異なる開設曜日、時間の設定

や回収品目を限定して受け入れるなど、今後の資源物回収拠点の整備に向けてデータを収

集するために、臨時的に開設するものである。また、市民ニーズを把握するため、佐藤池

資源物リサイクルステーションの利用者に対し、資源物回収拠点に関するアンケート調査

を実施する。 

  開設場所は、佐藤池サッカーコートクラブハウス及びコンテナハウスを設置する。クラ

ブハウスの利用がある場合は、クラブハウスを利用せずにコンテナハウスで回収する。 

  運用方針として、開設日は、毎週火、木、土曜日とする。ただし、サッカーコートを利

用する大会及び野球場の混雑が予想される大会の開催日は休止する。休止の際は、原則１

週間前までに市ホームページやＳＮＳ、現地の案内看板でお知らせする。 

  開設時間は、午前１０時から午後４時までとする。 

  回収品目は、プラスチック製容器包装、ペットボトル、空き缶、スプレー缶、空きびん、

紙類に限定している。 

  コンテナハウスは、駐車場とクラブハウスの間に設置する。 

  プラスチック製容器包装、ペットボトルは、クラブハウスで受け取る。 

  利用者がいるときは、クラブハウスは利用しない。 

（阿部委員） 

  期間限定とのことだが、好評であった場合は継続する意向はあるか。 

（スポーツ振興課長） 

  クラブハウスは、サッカー場の利用者用と考えている。よって、令和７年３月末までを確実

に守ってもらう。また、利用中にクラブハウス利用者に支障が出る場合は、取り消しとする

予定である。 

（三嶋委員） 

  良い取り組みと思っている。リサイクルの啓発ということでも、このような施設がたくさん

できればリサイクル率が上がると思われる。他の市町村でも無人の回収所があるが、収集して

いない物を置いていくケースも見られるため、意識改革のための周知が必要である。 

（教育部長） 

  担当する環境課では、業者へ委託し人が常駐する予定である。また、開設当初は環境課職員

が収集の状況を確認すると聞いている。 

（近藤教育長） 

  他になければ承認してよろしいか。 

（全委員）  

  異議なく承認。 

 

第３ 報告事項 

（近藤教育長） 

  報告事項に入る。 

※教育長及び各課（館）長が資料に沿って説明 
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（１）第２４回全市一斉地場産給食デーを実施しました 

（２）「マナビィステージｉｎかしわざき２０２２」の開催報告について 

（３）田尻小学校ＰＴＡ令和４年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰の受賞について 

（４）各種スポーツイベントが開催されました 

（５）柏崎市のスポーツ推進委員が表彰されました 

（６）ブルボンKZの新田選手出場！アジア水球選手権で日本男子が優勝しました 

（７）「読書週間ぬりえ展」の実施報告について   

（８）謎解きイベント｢ひゃっか王からの挑戦状」の実施報告について 

（９）共催・後援の事業について 

（近藤教育長） 

  以上で報告事項を終わる。 

 

第４ その他 

（１）１２月定例会の日程について  １２月２０日（火）午後１時３０分開会  

（２）その他 

（阿部委員） 

  コロナの感染防止に対する市民の意識を高めるため、小中学校の状況などの感染状況を開示

する考えはあるか。 

（教育長） 

学校現場では、保護者宛に注意喚起のメールは何回か発信している。 

（学校教育課長） 

  市全体の取組として危機管理部と協議したい。 

 

＜ 午後２時２２分 閉会 ＞ 

 

以上、相違ないことを確認する。 

 

   令和４年（２０２２年）１２月２０日 

 

教育長  近 藤 喜 祐 

 

 

委 員  阿 部 健 志 

 

 

委 員  梅 田 広 美 


